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[
用
語] 

・
村
差
出
明
細
帳
…
一
村
ご
と
の
概
況
を
記
し
た
村
勢
要
覧
。
領
主
交
代
な
ど
の
際

各
村
に
提
出
さ
せ
た
。
記
載
項
目
は
村
高
、
人
口
、
戸
数
、
寺

社
、
牛
馬
、
山
林
、
水
路
、
主
な
農
作
物
か
ら
村
役
人
の
人
数
、

橋
、
高
札
の
数
や
主
要
都
市
へ
の
里
数
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て

記
載
し
た
。
村 む

ら

鏡
か
が
み

・
村
明
細
・
村
差
出
帳
と
も
。 

 

・
高
… 

 
 

 
 

土
地
の
生
産
力
の
表
示
単
位
。
田
畑
の
生
産
量
に
も
と
づ
き
、

土
地
の
面
積
表
示
に
も
用
い
ら
れ
た
。 

一
町
（
約
１
㌶
100
ｍ×

100
ｍ
）
＝
10
反
（
段
）
＝
100
畝
＝
3000
歩 

 

・
石 こ

く

盛 も
り

… 
 

 
 

土
地
、
屋
敷
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
反
あ
た
り
標
準
収
穫
量
。
単

に
収
穫
量
だ
け 

で
な
く
、
耕
地
の
生
産
条
件
、
村
の
立
地
条

件
な
ど
を
加
味
し
て
定
め
た
。
田
畑
を
上
・
中
・
下
・
下
々
な

ど
の
等
級
に
分
け
、
ま
ず
上
田
の
坪
狩
（
村
内
の
任
意
の
一
坪

を
選
び
収
量
を
検
査
す
る
こ
と
）
を
行
い
、
坪
あ
た
り
籾
一
升

な
ら
ば
一
反
（
＝
300
坪
）
あ
た
り
３
石
と
な
り
、
５
合
摺
り
に

し
て
１
石
５
斗
、
こ
れ
が
上
田
の
石
盛
と
な
る
。
そ
れ
よ
り
２

斗
ず
つ
引
き
下
げ
て
中
・
下
・
下
々
の
石
盛
を
決
定
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 



・
石
高
… 

 
 

 

こ
こ
で
は
「
石
高
」
の
記
載
は
な
い
が
、(

此
分
米
…
石
…
斗)

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
石
高
。
土
地
生
産
高
を
米
の
量
に
換
算

し
て
表
示
し
た
も
の
。
田
畑
の
面
積×

石
盛
＝
石
高 

１
石
（
180
ℓ
）
＝
10
斗
（
18
ℓ
）
＝
100
升
（
1.8
ℓ
）
＝
1000
合 

（
180

ml
） 

『
角
川
日
本
史
辞
典
』
角
川
書
店 

 
 

[

解
説] 

本
講
座
も
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
か
ら
村
の
概
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
『
村 

明
細
帳
』
を
、
抜
粋
で
は
な
く
丸
ご
と
一
冊
紹
介
し
ま
す
。 

最
初
に
記
さ
れ
る
の
は
村
高
（[

用
語]

 

参
照
）、
次
に
反
別
（
総
面
積
）
、
地
目
別
内 

訳
と
続
き
ま
す
。 

そ
し
て
見
慣
れ
な
い
単
位
が
で
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
度
量
衝
は
現
在
と
は
全
く 

違
う
の
で
、
初
め
の
う
ち
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
石
高
（
石
・ 

斗
・
升
・
合
）
は
容
積
（
体
積
）
の
単
位
で
す
。
一
石
は
成
人
一
人
が
一
年
間
に
消
費 

す
る
量
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
日
三
合
の
米
を
食
し
た
計
算
で
、
現
代
を 

生
き
る
私
た
ち
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
食
生
活
と
は
程
遠
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ 

ん
。
地
目
以
下
（
町
・
反
・
畝
・
歩
）
は
面
積
の
単
位
で
す
。
一
町
が
約
100
ｍ×

 

100
ｍ
な
の
で
、
学
校
の
校
庭
く
ら
い
の
広
さ
と
想
像
で
き
ま
す
。 

 



次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
表
紙
の

「
村
」
の
木
偏
が
か
な
り
く
ず 

れ
て
い
ま
す
。
基
礎
編
『
人
名
を
読
ん
で
み
よ
う
』
⑨
林
蔵
の

「
林
」
で
解
説 

の
通
り
、
木
偏
が
手
偏
の
よ
う
に
く
ず
れ
ま
す
。

「
差
」
も
特
徴
的
な
く
ず
し 

字
で
す
。

「
羊
」
の
部
分
の
横
棒
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。『
人
名
を
読
ん 

で
み
よ
う
』
②
彦
兵
衛
の

「
彦
」
に
も
酷
似
し
て
い
ま
す
。

「
明
」
は
『
元 

号
を
読
ん
で
み
よ
う
』
の
「
明
暦
」、『
表
題
を
読
ん
で
み
よ
う
』
の
「
天
明
」
に
も
登 

場
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
さ
ら
い
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
」
も
難
し
い
で
す
ね
。 

「
な
べ
ぶ
た
」
の
下
が
「
る
」
の
様
に
み
え
ま
す
が
、
一
般
的
な
「
高
」
の
く
ず
し
方 

で
す
。

「
ト
」
の
様
に
長
く
伸
び
た
字
は
「
歩
」
の
く
ず
し
字
で
、
検
地 

帳
は
じ
め
年
貢
関
連
文
書
に
頻
出
し
ま
す
の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
此
分
」
の 

「
分
」
は
難
解
で
す
。
こ
れ
は
筆
順
が
楷
書
と
違
い
、
二
画
目
に
「
刀
」
を
書
く 

た
め
で
す
。「
八
」
の
右
側
は
点
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
特
徴
で
す
。 

 
 

参
考
資
料
『
小
平
の
歴
史
を
拓
く
（
下
）
|
史
料
集
解
題
編
|
』
小
平
市
中
央
図
書
館 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


